
北広島市地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・少子高齢化の進行による公共交通利用状況の変化
・市民ニーズと現行のバスサービス水準のかい離
・一部路線においてルートや運行時間帯の重複が発生
・郊外部や市街化区域における交通空白・不便地域の存在
・公共交通の積極的な利用を促す取り組みがさらに必要

○計画推進事業の主な内容
・公共交通マップの作成・配布
・出前講座の開催及び情報発信

○地域公共交通の現況
・鉄道 JR千歳線（北広島駅）

・バス ジェイ・アール北海道バス㈱（市外線6線）
北海道中央バス㈱（市内線1線、市外線8線）
2社共同運行（市外線1線）

・その他 タクシー事業者（5社）

北広島市

本市では、平成30年6月に「北広島市地域公共交通網形成計画」を策定し、「地区の特性に応じた生活交通を確保し、北広島
市民が安心して暮らせる生活環境を支える持続可能な公共交通の構築」の基本理念のもと、「北広島団地地区内における生活
交通を支援する新たな運行形態の構築」「市民ニーズに即した市内の地区間を結ぶ公共交通網の充実」「交通空白・不便地域に
おける新たな交通体系の導入」「公共交通を利用しやすい環境づくり」の４つの基本方針を設定した。なお、計画には２４の施策
を位置付けており、計画に基づき、現在事業を実施している。

概 要

平成29年2月21日設置

地図

○地域公共交通活性化協議会開催状況
・１２月１８日 専門部会（2部会）を開催
（北広島団地線・利用促進検討部会、地区間交通・交通空白地域検討部会）
※主な協議事項 事業評価の実施等について

・１月１５日 第８回協議会を開催
※主な協議事項 事業評価の実施等について

バス事
業者

路線名

北海道
中央
バス

①さんぽまち・東部線

②広島線

③千歳線

④柏葉台団地線

⑤大谷地・柏葉台線

⑥美しが丘線

⑦大曲光線

⑧真栄団地線

⑨三井アウトレットパーク
線

JR北
海道
バス

⑩北広島線

⑪長沼線

⑫南幌線

⑬共栄線

⑭虹ヶ丘線

⑮虹ヶ丘線（循環）

共同運
行

⑯新さっぽろ大曲線

合計 16路線
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平成○○年○月○○日設置
北広島市地域公共交通活性化協議会 計画推進事業の取組状況

①公共交通マップの作成・配布
・マップのうち時刻表以外の部分については、時刻改正後も活用ができるため、次年度以降も活用
②出前講座の開催及び情報発信
・出前講座については、参加者に直接、伝えることができることから次年度以降も実施
・公共交通便りにおける町内会回覧を活用した情報発信については、広報と異なり、情報量を多く伝えることができるとともに広く情報を伝えることができることから、
次年度以降も実施

●計画推進事業の今後の改善点

①公共交通マップの作成・配布
・10月1日に北広島団地線をさんぽまち・東部線として再編したことから、再編内容、時刻、
バスの乗り方等を記載したマップを作成
・対象となる地区（北広島団地地区・東部地区）にマップを全戸配布（12,840部）
・再編当日午前中利用者（200人）に配布
・バス車内、市役所、北広島駅、エルフィンパーク、団地住民センター等にマップを配置
②出前講座の開催及び情報発信
【出前講座】
・小学校、中学校の児童・生徒に対する出前授業（2回）
・北広島団地線再編にあわせて実施する市民説明会におけるバスの乗り方教室の実施（3回）
【情報発信】
・再編内容の周知（対象地区3回）、公共交通便りの発行（全地区1回）による情報発信
・公共交通マップにマイ時刻表の欄を作成

●計画推進事業の結果概要

事業が計画に位置づけられたとおり、
適切に実施された。

●計画推進事業実施の適切性

運輸局記載欄

●地方運輸局における二次評価結果（案）


